
資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成20年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女
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資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成20年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女
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（３）若い世代との交流の機会への参加意向は
６割

６０歳以上の高齢者の若い世代との交流の機会
についてみると、なんらかの交流の機会がある
者の割合（「よくある」、「たまにある」と回答
した人の計）は平成２０年で５４．９％となっている
（図１－２－５－１１）。
また、若い世代との交流の機会への参加意向

についてみると、参加したいと考える者の割合
（「積極的に参加したい」、「できるかぎり参加

したい」と回答した人の計）は平成２０年で６２．４％
となっており、初めて６割を超えた（図１－
２－５－１２）。

６ 高齢者の生活環境

（１）高齢者は住宅と生活環境に概ね満足
ア 高齢者の９割は現在の住居に満足
６０歳以上の高齢者に現在の住宅の満足度につ
いて聞いてみると、「満足」又は「ある程度満
足」している人は総数で８９．３％、持家で９１．２％、

図１－２－５－１１ 世代間交流の機会の有無

図１－２－５－１２ 若い世代との交流の機会の参加意向
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資料：内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」（平成21年）
（注）持家と借家の回答者数と総数の差（n=9）は給与社宅等。
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資料：内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査」（平成18年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女
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借家で６９．９％となっている（図１－２－６－
１）。
さらに、同調査で現在住んでいる住宅につい

て不満な点をみると、不満の理由は「住宅が古
くなったりいたんだりしている」が１６．８％、以
下、「庭の手入れが大変」が１０．５％、「住宅の構
造や設備が使いにくい」が７．０％となっている
が、「特に不満はない」は６１．４％となっている。
また、６０歳以上の高齢者が、身体が虚弱化し

たときに望む居住形態についてみると、「現在
の住宅にそのまま住み続けたい」が３７．９％、「現
在の住宅を改造し住みやすくする」が２４．９％、
「介護を受けられる公的な施設に入居する」が

１７．９％となっており、現在の住宅に住むことを
希望している者が多い（図１－２－６－２）。

イ 高齢者は家庭内事故が多く、最も多い事故
時の行動は「歩いていた（階段の昇降を含む）」
全国２０の危害情報収集協力病院から提供され

た事故情報では、高齢になればなるほど住宅内
での事故の割合が高く、事故時の場所別・行動
別にみると、場所では、「居室」２５．８％（１，０７２
件）、「階段」１３．１％（５４３件）、「台所」１１．９％
（４９５件）が多く、行動では、「歩いていた（階
段の昇降を含む）」がもっとも多く２９．０％と３
割近くを占める（図１－２－６－３）。

図１－２－６－１ 現在の住居に関する満足度

図１－２－６－２ 虚弱化したときに望む居住形態（複数回答）



資料：国民生活センター「病院危害情報からみた高齢者の家庭内事故」（平成20年）
※家庭内事故の発生場所については、不明・無回答を除く。
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（２）高齢者の安全・安心
ア 交通事故は増加傾向
６５歳以上の高齢者の交通事故死者数をみる
と、平成２１（２００９）年は２，４５２人で１４（２００２）
年より減少しつつあるが、交通事故死者数全体
に占める割合は年々増加しつつあり、２１（２００９）
年は４９．９％と統計が残る昭和４２（１９６７）年以降
で最高となっている。ただし、高齢化の影響に
よる高齢者人口の増加によるものが大きく、６５
歳以上人口に対する交通事故死者数の割合は、
８（１９９６）年以降減少し続けている（図１－２－
６－４）。

一方で、高齢運転者による交通事故件数につ
いてみると、年々増え続けている。６５歳以上の
高齢運転者（原付以上）による交通事故件数は、
平成２１（２００９）年は１０４，８７０件と、２０（２００８）
年に比べ２．７％増加した。しかし、高齢化の影
響による高齢者人口の増加によるものが大き
く、高齢者の運転免許保有者に占める高齢者の
事故件数の割合は、１６（２００４）年をピークに減
少傾向にある（図１－２－６－５）。

図１－２－６－３ 高齢者の家庭内事故
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